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地域｢里親｣による
医学生支援プログラム

地域医療を担う地域医療を担う
医師・看護師の育成をめざす

地域参加型の学生支援

国立大学法人国立大学法人

滋賀医科大学

里親学生支援室
室長 垰田和史

• 光ファイバーの普及率
１０．７％と、日本一

• 県庁所在地一人あたり、「肉］消
費量、日本一
• 人口増加持続予測、日本一

滋賀県をご存知ですか？

東海道新幹線

•乳児死亡数、出生1000人あたり3.5人
で、全国最大
•産婦人科医師数、15～49歳女性10万
人あたり、26人で、全国最少
•医師数、人口10万あたり191人で、

西日本最少
（全国平均206人、OECD平均330人）
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滋賀医科大学

｢地域に支えられ世界に羽ばたく｣

• 昭和５０年開学

• 卒業生 医学科２６１３名、看護学科６８１名

うち、滋賀県で医療・看護にたずさわっているもの

医師 ９５１名 (医大３２７名＋６２４名)
看護系 １８７名 (医大１００名＋８７名)看護系 １８７名 (医大１００名＋８７名)

滋賀県の医療福祉の全国的な位置づけ

項目 データ （Ｈ１７．１０．１現在）
都道府県順位

●施設数（１０万対） 全国 滋賀県

・病院 ９，０２６施設７．１） ６３施設（ ４．６） ４６位

＜一般病院＞ ７９５２施設（ ６．２） ５６施設（ ４．１） ４５位

・一般診療所 ９７，４４２施設（７６．３） ９１３施設（６６．１） ４０位

・歯科診療所 ６６，７３２施設（５２．２） ５４４施設（３９．４） ４４位

項目 データ （Ｈ１７．１０．１現在） 都道府県順位

対病床数 全 滋賀県●人口１０万対病床数 全国 滋賀県

・病院総数 1,276,912床 1.071.0 床 ４１位

＜一般病床＞
７０７．７ 床

６９３．１床 ３５位

＜療養病床＞ ２８１．２ 床 １９３．５床 ３９位

（厚労省「医療施設調査」）
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どうして地域医療へのモチベーションが落ちるのか？

医師の都市志向

不安
結局は

・地方大学の地域特性の低下 安
から

・地方にいて研修終了までに必要な疾患を担当できるのか？

・医大ならどこでもいい。将来は東京で。

・医療スキル獲得に対する不安

・サポート体制不備による孤立の不安

・地方にいて、最先端医療から遅れるのではないか？
先輩の活躍す
る姿が不安解

・訴訟への不安
・自分が病気をしても代わりの医師がいない

・コンサルトする専門家がいない

・オーバーロード、オーバーワークへの不安・不満

る姿 不安解
消につながる

地域に医師を残すには

この地域が好き
自然、文化、

住民の生活を知る

相談相手がいる

自分を理解してくれる
サポ タ がいる

安心と
働きがい

サポーターがいる

十分な情報を得られる
環境がある

自分が地域で求められている 地域の医療の実情を
知る
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地域｢里親｣医学生支援プログラム

大学 「里親」
支援室 プチ里親

（ボラン
ティア）学生支援 学生支援 ＦＤ支援

全学生
地域での
医療を志す

学生

ティア）

里親
（同窓生

医師・ 看
護師）

学 支援

情報交換

コミュニケーション

成長支援

地域医療への

地域医療
情報発信

プチ里親
(地域住
民患者)

地域医療への
モチベーションの維持と向上

地域医療を担う医師・看護師の養成と確保

支援事業の柱
１ 「里親」「プチ里親」の募集と学生への案内

説明会から始まり、活動を重ねることで、より具体的に

２ 学生と里親のマッチング
学生を紹介する段階で気づいたこと

３ 自然や文化・歴史や住民の生活の魅力を学生に伝える
研修旅行に挑戦
現地だからわかることを重視

４ 教職員、里親、プチ里親が学生を理解する
教職員向けFDから、合同FDへ
広報誌によるFD内容の紹介

５ 医学教育や地域医療について大学と地域の認識共有
里親を講師に教職員向けFD
里親・プチ里親向けFDや市民講座

６ 学内外への支援事業の周知・・広報活動
県民に対して「里親」支援事業の目的の周知と協力要請
学内の幅広い教職員の協力や応援を要請
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里親登録学生の年次推移

実施成果
１ 学生が、地域の魅力に気づき始めている

都会にはない魅力

２ 学生が、地域住民にとっての医療の役割を理解し始めている
生活を支え、生活と一体化した医療活動に触れる

３ 里親が「生き生き」と活動する姿から刺激を受けている
医師としての働きがいを語る里親
診療、研究、家庭・子育てについて語る里親

４ プチ里親の言葉から素直に学んでいる
患者から医学生・看護学生への言葉
地域住民から医学生・看護学生への言葉

５ 教職員の地域社会に対する理解がすすむ
学生と同じように「成長」

６ 地域社会の大学に対する見方がかわる
自治体の姿勢がかわりつつある
県民の姿勢が変わりつつある・・応援の現金書留とどく
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今後の課題

１ 学年進行に合った「里親」との交流や１ 学年進行に合った「里親」との交流や
支援事業内容

２ 学生のコミュニケーションへの支援

３ GP終了後の支援事業のありかた３ GP終了後の支援事業のありかた


